

























































































































単文 引用節 接続辞文末 複文1（連用） 複文II（連体） 計













単文 引用節 接続辞文末 複文1（連用） 複文II（連体） 計






































































































































て から ば が たら と けど には ながら ので ように 計





















たり ては と 計

































































































文型 3（1） 2 1 6（1）
会話 2（2） 1（1） 3（3）
練習A 11（3） 11（3）
練習B 20（5） 11 31（5）
練習C 6（3） 3 9（3）













































































20（4） 1 0 9（2） 4 14（7） 48（13）
42％
■単文
■引用節
口接続辞文末
■複文1
■複文H
圏複文皿
　　　　　　　図4　『教師と学習者のための日本語文型辞典』
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使用される文法項目であることが改めて示されていると言えるだろう。
65）
66）
67）
68）
69）
彼は，いつも冗談を言ってみんなを笑わせる。
疲れているようだったので，そのまま眠らせておいた。〈放任〉
そんなにこの仕事がやりたいのなら，やらせてあげましょう。
〈許可〉
いっもごちそうになってばかりですので，ここは，私に払わせて
ください。〈許可求あ〉
両親が早く亡くなったので，姉が働いて私を大学に行かせてくれ
たQ〈恩恵〉
また，複文1（連用）9例のうち，6例が「て形」によるものであり（他
は「てから」「ては」「と」各1例），その点はシナリオ調査の結果に類似
していたが，複文II（連体）では，形式名詞「の」が用いられている例
が1例のみであった点は異なっている。また，肯定形のみが出現し，否定
形が出現しなかったことや，活用形にもバリエーションが少ない点なども
相違点、として指摘できるだろう。
5．2　「拡大文型」に向けて
　初級日本語の教材は文型シラバスに基づいて作成されたものが多いが，
新たな文法項目（文法）を導入する際は，できるだけその項目のみを使用
した文，いわば「単純な文」「純粋な文」を例文として提示する。それは，
参考書などでも同様であるが，当該項目の基本構造（基本文型）を理解・
産出させることを目指すには適切でもあり，必要でもあろう。
　だが，4節でも見たように，現実の文や発話では，そのような「単純な
文」「純粋な文」はあまり使用されていない可能性が高い。よって，指導
においても「単純な文」「純粋な文」を越えて，「複雑な文」「雑多な文」
を作り出せるようにしていくことが必要になる。
　市川保子（2007）は，「文型指向型」の機械的な練習の段階から，「内容
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形
制約型
文型中心
単一能力養成
正確さ
インフォメーションギャップ
討議・ロールプレイ
内容
自由型
タスク・活動型
総合能力養成
流暢さ
図5練習の種類（市川2007173より）
指向型」のコミュニケーション重視の練習に至る途中に，「意味理解を伴
う練習」「発展的文型練習」の必要があることを指摘している。
　基本的ではあるが単純な文から，既習の文法項目を組み合わせた複雑な
文を作り出していく練習をすることで，より実態に合った，そしてコミュ
ニケーション上も有効な言語表現を産出していくことができるようになる
であろう。
　そのような「発展的文型」を「拡大文型」と呼ぶとすると，単純な文型
をどのよに「拡大」させていくことができるだろうか。今回取り上げた使
役表現については，次のような点が指摘できる。
　第一は，平叙文以外の形態変化（活用）をもっと取り入れるということ
である。『みんなの日本語』では使役表現の「ている形」および「て形」
は見られたが，否定形や，意向形・否定の依頼形などの形態が見られない。
また第二は，既習の他の文法項目と組み合わせることである。使役表現は
初級の後半（『みんなの日本語』では最後の方）に扱われることが多い。
そこまでに学んだ様々な形態・形式・表現と組み合わせて使う指導をする
ことは，簡単ではないだろうが，既習表現の復習としても意味がある。そ
れが初級の段階では困難であるとしたら，中上級において再度，確認すべ
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き事項と見てもよいし，そもそも，活用などが十分にできない段階では，
使役表現を教えても自然な使用に結びっかないと判断することもできるだ
ろう。
　使役表現に関しては特に，授受表現との組み合わせが重要で，両者の組
み合わせが多く見られることは既に指摘されているが，どちらのシナリオ
においても，単文末の使役表現の31％が使役授受表現であった。両者の
組み合わせは学習者には負担が大きいものであるが，使役表現を教える際
に授受表現との組み合わせを導入するのは，単文レベルの自然な使役表現
の使用にっながるものであると言える。逆に言えば，授受表現が十分に使
用できる段階でないと，使役表現の自然な使用には到達できないと言うこ
ともできるだろう。
　『みんなの日本語』で導入されている使役授受表現は「させていただく」
であり，しかも「いただく」の可能形と組み合わせた非常に丁寧な依頼表
現「させていただけませんか」を扱っていた。非敬語形の「させてくれる」
「させてもらう」は入っておらず，また授受表現の中で最も早く導入され
る「ください」を用いた「させてください」も見られない。授受表現の中
で何を使役受動態として導入すべきかに関しては，再考の必要がある。
　第三は，複文先行節（従属節）での使用である。先行節には，連用節・
連体節があるが，連用節においては，中でも「て形」での使用を促すこと
は，効果的であると考えられる。
　連体節の場合は，「の」「こと」など形式的な名詞を用いた様々な文型と
の組み合わせを促すことが考えられる。こうした練習は中上級レベルでも
十分に意味ある基本練習となるであろう。
6　おわりに
使役表現は，形態的・統語的・意味的・機能的にも困難な文法項目であ
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り，そのような使役表現をどのように教えるかということは初級・中級文
法教育の課題の一っである。それを探るためには，まず現代日本語におい
て，使役表現がどのように使用されているか，ということを明らかにする
必要がある。そうした観点から，本研究はシナリオをデータに，使役表現
の調査を行い，主に単文・複文という観点から分類した。
　その結果，使役表現は三分の二が単文で用いられ，単文の三分の一が授
受表現との組み合わせ，すなわち使役授受表現であることが明らかになっ
た。また，複文においては，主節になる例はなく，全てが従属節であった。
従属節のうち，連用節においては，「て形」節が最も多く，また，連体節
においては形式的な名詞を修飾する場合が多いことも明らかになった。
　その結果を，既存の日本語教科書および指導参考書に見られる例文と比
較した。両者には当然ながら相違点があり，またこれも当然ながら，シナ
リオに出現した文型は，教科書の文型よりも形態的にも表現形式の上でも
バリエーションがあった。だが，その多様性は，日本語教科書から見ると，
すでに既習の文法項目であることがほとんどである。そうした既習の文型・
文法項目を組み合わせる「拡大文型」練習を取り入れることで，より自然
な使役表現を理解・産出できることが期待される。
　今後は他の文法項目においても，どのような「拡大文型」が用いられて
いるかということを調査・分析していくことが広く必要である。
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Causative　Expressions　in　Japanese
MAEDA　Naoko
Key　words：Causative（使役），　Simple　Sentence（単文），　Complex
Sentence（複文），　Clause（節），　Expanded　Sentence　Pattern（拡大文型）
　　　　The　causative　expression　is　thought　to　be　one　of　the　most　difficult
grammatical　items　for　elementary　and　intermediate　learners．　The　aim
of　this　paper　is　to　research　on　the　causative　expressions　in　scripts　for
films　in　terms　of　whether　they　appear　in　simple　sentences　or　complex
sentences　and　to　compare　those　in　a　Japanese　language　textbook　and　a
reference　book．　About　60％of　the　causative　expressions　in　scripts　are
used　in　simple　sentences，　and　one　third　of　them　are　in　the　combina－
tion　of　causative　and　giving－receiving　expressions　（e．9．－sαsetemorαu）．
The　caμsative　expressions　in　complex　sentences　most　appear　in　te－form
clauses，　and　more　appear　in　relative　clauses　which　modify　the　formal
nouns　than　in　those　which　modify　the　general　nouns，　These　results
indicate　that　to　practice　causative　expressions　in　complex　sentences　and
with　the　combination　of　various　kinds　of　other　grammatical　items　can
help　the　apPropriate　understanding　and　natural　production　of　the
causatlve　expresslons．
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